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理事就任のご挨拶

理事

　北見医師会

　北見赤十字病院特別顧問

吉　田　茂　夫

　北海道医師会の皆様には、日頃から北見医師会に

対しまして、温かいご支援、ご指導をいただいてお

り、心から感謝申し上げます。

　私は札幌医大20期卒業で、その後札幌医大第２内

科に入局、札幌医大附属病院、門別国保病院、帯広

厚生病院、米国州立南アラバマ大学、札幌医大附属

病院、道庁保健福祉行政など様々な経緯を経て、平

成20年に北見赤十字病院に赴任しました。同年より

北見医師会に、顧問として参加させていただいてお

ります。

　2020年初頭より世界中でコロナ感染症対応が続い

ておりますが、最近はポストコロナの生活様式が模

索されています。在宅勤務やインターネットによる

会合等が勧められておりますが、今回のコロナ危機

は、我が国における格差社会や効率性一辺倒の最近

のあり方が社会不安増幅の要因になっていたことか

ら、更に住みよい国にするために根本的に国のあり

方を変える良い機会であるとも言えます。感染コン

トロールにはまだ時間がかかりそうで、この時間を

経済・医療・福祉・教育・そして働き方と生活のあ

り方を変えるための方策作りに使うべきと考えてい

ます。国として教育や医療・福祉に対して大幅な支

出増を行うと共に、税収増を図り、福祉の拡充と税

の負担増という、「中～高福祉・中～高負担国家」

を目指すこと、特に我が国における福祉の根幹とな

っている国民皆保険制度は、今回諸外国において、

保険のない人々の健康格差が死亡格差となる現実を

みるにつけ、是非とも堅持ではなく更なる発展を図

る必要があります。加えて人が豊かに、適正な空間

と自然の中で生活できるように「東京などの大都市

機能を地域の小～中都市に移管させる法律を制定」

し疫病や災害に強い国家を目指すべきと思います。

　北海道医師会の皆様のご理解とご協力のもと、福

祉の充実した地域作り、そして住民が安心して暮ら

せる医療体制構築に関わって行きたいと思いますの

でどうぞ宜しく御願い致します。


